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文明を創る新しいルールを
「自然と人間の共生」「人間と人間の共生」を基本理念に
地球規模の課題に積極的に関わる総合政策学部

「共生」とは、もともとは生物学から出てきた言

葉ですが、社会科学的な意味では、長い期間を

かけてともに生きていけるというようにとればい

いかと思います。相手を破壊してしまうのではな

く、よりよくお互いに生きていけるということで

すね。自然と人間の関係でいえば、自然環境を破

壊し尽くしてしまうような関係は、一時期、せい

ぜい100年や200年はいいかもしれませんが、決し

て長い期間続く関係ではありません。持続可能な

共存関係が大切なのです。人間と人間の関係でも

同じですね。征服、被征服という関係では、長い

期間、お互いにいい状態で共存できないですね。

そして最近になって急に、こういう考え方の人

材が必要だと気づきはじめたのです。たとえば企

業の環境管理部。ここは従来、公害対策として、

有害物質の種類とか、その排出量管理などをして

きましたが、企業と社会との関わりを中心に据え

るような環境管理をちゃんとやれる人は少ない。

今までは新しい技術で過去の技術の問題を克服し

ていくという、技術主体の考え方でした。技術を

変えていくことは必要ですが、社会全体のシステ

ム自体がどこかおかしいとする視点が重要なんで

すね。

いまの社会をこのまま続けていって何十年先ま

でもつかどうかと言うと、いまのままではもたな

いのですね。そういう見方ができる人。もたない

から技術を変えようかと言っても、いままでの技

術では限界があるのですね。技術開発をしてきた

けれども、やっぱりうまくいかなかった。いくら

技術を新しくしても、ゴミはやっぱり溜まってし

まったわけですよ。文明を創り上げるルールを変

える、そんな新しい発想を持った人が求められて

います。これからどんどん必要な人材でありなが

ら、いままでどこも育ててこなかったのは、むし

ろ不思議ですね。

●

ここ10年ぐらいのことですが、世界的な政策課

題として、地球環境問題をはじめとした人口、食

糧、健康、都市形成などが、クローズアップされ

てきました。環境と人間との関係が非常に重要な

政策課題として出てきたのです。ただ、人間社会

と自然環境の間に存在する複雑な相互関係を含め

た政策課題は、従来の学問領域だけではどうして

も無理があったわけです。一方、この時期に、世

界規模・人類規模の政策課題に取り組んでいこう

とする世界的なある種の方向付けがなされたので

すね。「持続可能な発展」という概念ができあがっ

てきていたのです。

そこで学際的、総合的な教育を行える学部が必

要であり、社会科学系の分野を総合しようとして

いたのです。既存の学問で蓄積されている成果を

さらに横断的に広げ、学際的に統合して、具体的

な政策の立案と実行をめざす学部、総合政策学部

を考えたわけです。関西学院大学の伝統のいいと

ころを受け継いで新しいものを付け加えてできて

いく感じですね。総合政策学部という名前を使っ

ていますが、環境、自然、これらの相互関連で人

間社会を考えます。世界的にもこういった性格の

学部はユニークだと思いますね。

総合政策学部は、自然環境、その中の人間社

会がつくる社会経済システム、さらに人間社会に

おいて歴史的に形成される言語・文化の体系、と
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いった三層からなるエコシステムを学問対象とし

ています。さらに生物生態学の方法を社会科学に

応用したヒューマン・エコロジーを考え方の基礎

において、政治学、経済学、社会学、さらに工学

までも含めた、従来の科学を総合的に組み合わせ

て、問題解決に向けての政策立案をめざしていま

す。エコシステムの3つの層を縦軸に、そして横

軸に経済学とか法学とかを横断的にイメージして

いただければいいかと思います。こうした横断感

覚的な発想が、これからますます必要とされるで

しょう。

●

広域な学問領域ですから、多彩で個性のある

先生方に集まっていただきました。従来の大学の

場合では考えられないような経歴の方も多いので

す。たとえば、元国連大学副学長、国連経済社会

開発局官房長、建築家でニュータウン開発のパイ

オニア、通産省・科学技術庁・環境庁などの行政

官、外務省経済協力開発機構の日本政府代表部一

等書記官を経験された方、弁護士でNGO日本代

表など、残念ながら紹介しきれませんね。こうい

う先生方に積極的にぶつかっていって、生き方な

どが吸収できる、これはすばらしい経験になるは

ずですよ。先生と学生との関係も、フレンドとか

同僚という感じになるでしょう。

また、総合政策学部の約45名の教員スタッフの

約4割は、外国の方です。また日本人の方の約半

数は、海外で長く活躍されてきた方です。学際的

な色彩の強い領域での実績を重視してスタッフを

選ぶと、結果的にこうなったわけです。加えて、

価値・言語をしっかり身につけておくために、実

質的な国際語である英語を身につけられるメリッ

トもあります。英語しか話せなくて、英語でしか

授業ができないといった先生方も何人かいて、こ

うした先生の授業も学生は実際に受けなければな

らないわけですからね。言葉は、伝達手段である

と同時に、言葉そのものが考えであり、考える道

具です。考え方のバイリンガルもねらっているの

です。

また、情報においても同じことが言えると思い

ます。従来ですと、本の活字から情報を得て、文

字を書いて考えていました。ところが現在、絵や

音などの情報伝達ができるようになると、高度情

報化社会の考え方とか文法とかをこの学部で身に

つけてもらいたいものです。英語と情報は新しい

工夫をして、他の大学では真似のできない内容に

なっています。

外国人の先生も多いですが、帰国生や留学生の

比率も高くなっています。また、新しいキャンパ

スは、広々としていて美しくオープンな雰囲気が

あふれています。好奇心が強い、自分の意見を持

ちたい、それを伝えたい、いまはなにもないが、

4年間で身につけられる何かを探したい、つまり

時代に積極的に関わって行きたいみなさんには、

すばらしい環境じゃないでしょうか。
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